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～花が咲いているように美しい祭祀遺跡～

★美しく、尊い磐座！ 摩崖仏が２つも！
「特別な地」として篤い信仰を受けてきたことが
伺われます。

★地元以外の有志の方々も保全に参加されています
尊い活動のおかげで見学できます。感謝！！

１．おすすめポイント
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つな かけ いし いわ くら

（綱掛石神社、阿仁神社）



２．説明
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阿仁神社

宮城山（みやしろやま）別名 鶴山

綱掛石磐座（綱掛石神社）

弥生時代の推定概略海岸線
＜正確ではありません＞（コラム参照）
※地理院地図

自分で作る色別標高図表示

岡山県神社庁HPによれば・・・
阿仁神社の社地は宮城山（みやしろやま）、別名鶴山といい昔は山
の麓まで海であり、入江の奥の良港だった。後方の山には磐座や列
石があり、古代の祭祀跡と見られるところに、神武東征の船の「と
もづな」を掛けたといわれる「綱掛石神社」がある・・・とのこと。
下図（2-1）のように海が迫っていたことは十分に頷けます。ただ、

船の「ともづな」を掛けるには無理がある位置ですので、磐座立石
の形状と神武東征を結び付けた説話のようです。

それにしても磐座は他に例を見ない美しさです。正に「花が咲い
ている」よう（図3-1）。先が尖っている立石がこれほど揃っている
磐座は吉備の中でも珍しいです。２つの立石には摩崖仏が彫られて
おり「ただならぬ」尊い地と見られていたことが伺えます。
阿仁神社周辺からは銅鐸や石器など弥生時代の人々の活動を伺わ

せる遺物も出土しており、往古から篤い信仰を集めてきた特別な地
と思われます。

そのような特別な地でも地元の方々の高齢化などにより保全が難
しくなっているなか、有志の方々により綱掛石神社参道や磐座周辺
の保全活動がなされているようです。そのような尊い尽力のおかげ
で見学できる訳で大変有難いことです。
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３．現地写真
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2023.7.15

3-1

3-2

3-3
3-4 3-3の中央拡大

西側から磐座全景を見る 花が咲いているよう！
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不動明王御堂 背後の巨大立石

不動明王御堂

巨
大
な
立
石
に
彫
ら
れ
た
不
動
明
王御堂の中から不動明王を拝する形に

なっています。
巨大な立石は台石の上に「置かれて
いる」ように見えます
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４．「鳥の目」で
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磐座

不動明王御堂 綱掛石神社
綱掛石神社

磐座

綱掛石磐座

阿仁神社

先細立石（3-5,3-8）

先細立石 先細立石（3-2～4）

南面に彫刻

北面に彫刻

先細石

社殿背面
の壁状岩

4-1

4-2

4-3 主な石配置

4-4
(3-1)

（5-3～5）

2021.5.23

特記なきものは
2023.7.15
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不動明王御堂

不動明王御堂 東側上空から磐座全景を見る

南東側上空から磐座全景を見る

4-5

4-6



５．綱掛石神社
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同じ岩です
（図4-3参照）

磐座のステージ
から見る

社殿の屋根が
見えている

5-1

有志の方々により雨水による
参道浸食を防ぐための対策が
施されています。草刈りも。
有難いことです。

5-2

5-3

5-4

5-5社殿背後の壁状の岩群

社殿は拝殿のみ

屋根の高さよりやや高い位
置の背後ステージに磐座が
あります。
磐座を御神体とする古式
神社の典型様式です（図4-2
～4-4参照）。

阿仁神社の宮司さんが
奉斎に来られています。

2023.7.15



６．阿仁神社

宮司さんによると、かつて社殿裏の山の斜面は階段状になって
いてサカキが植えられていた。明治時代、大雨で斜面が崩れた
とき土砂の中から銅鐸が見つかったとのこと

近くからは穂摘み用石包丁などの弥生
時代石器も出土しています

※銅鐸、石器ともに岡山県立博物館展示
2025.4.16撮影

「続日本後紀」の承和８年（841）２月８日の条に『安仁神預名神焉（あにのかみみょうじ
んにあづかる）』とあるのが初見で、「延喜式神名帳」に備前国名神大社とある。
古くは「兄神社」又は「久方宮（ひさかたのみや）」と称したとも伝えられている。
御祭神は五瀬命（神武天皇の長兄）・稲氷命（同 次兄）・御毛沼命（同 三兄）。社地は

宮城山（みやしろやま）、別名鶴山といい、元宮は標高８０メートル位の頂上にあった。
その後、備前藩主池田家の祈願所として現在の地に鎮座した。明治４年国幣中社に列せられ

勅使の御参向があった。大正１５年皇太子殿下が行啓され、祈年祭・新嘗祭・例大祭には幣帛
供進使の参向などがあり、戦前（大東亜戦争まで）は荘厳で隆盛な神域であった。
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以下枠内、岡山県神社庁HPより引用

阿仁神社HPによると旧備前一宮とのこと
当神社周辺からは弥生時代の遺物も出土しています
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７．アクセス
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綱掛石
（綱掛石神社）

駐車場

岡山駅

Google Mapに赤黄で追記

地理院地図に赤で追記

7-1

7-2

N

阿仁神社駐車場から徒歩で２０分弱です
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参考資料

１）岡山県神社庁 HP 「阿仁神社」

２）阿仁神社 HP
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